
足立区における相談・支援ネットワーク事業【評価シート】

項目 目　標 取組状況（内容・プロセス・結果）H20年度は別添1参照 課題

ネットワークの構成

・自殺が地域の課題であるとの認識
を共有した上で、自殺予防の方策に
ついて検討・協議し、ネットワークの
構築を図ることで、自殺予防活動の
基盤を形成する。

・NPOライフリンクとの協定（5/26）
・庁内連絡会の開催（H20年度3回、H21年度3回予定）
・区内外の関係機関からなるネットワーク会議開催予定
（H21.9月、H22.2月）
【関連団体】医師会、弁護士会、社会福祉協議会、民生・児童
委員、健康づくり推進員、東京自殺防止センター、区内精神病
院【官公署】警察署、消防署、ハローワーク足立、労働基準監
督署、地域産業保健センター、都立精神保健福祉センター
【区関係部】区政相談、納税、国民健康保険等12課

・H21年度 区内外の関係機関からなるネットワーク
会議の開催。

ネットワークの機能
連携方法

・連携をするためのしくみが整備され
ている。
・具体的な対応事例に応じた連携が
取られている。

・庁内ネットワークにおいて、参加機関一覧及び担当者
一覧を作成した。
・医療機関、精神障害者社会復帰施設等で実施している
精神保健福祉ネットワークとの連携。
・地域ケア会議（各保健総合センターで実施のケース検討会
にて精神科医も交え個別検討会を実施し、関係機関連携し対
応）

・ケースの連絡、引継ぎをより円滑にするためには、
共通の相談シートの作成等必要か
・庁内各課での対応事例の内容や件数の把握。

相談対応の質の向上
人材育成

・自殺対策が重要課題として認識さ
れている。
・質の向上を図るための研修機会の
確保、マニュアル等の作成・普及がさ
れている。

【ゲートキーパー研修】
　H20年度 職員向け2回118名　フォロー研修１回50人
　H21年度 区長、区議、全管理職、職員　300名
　　　　　＊自殺に対する認識の変化あり。
　　　　　　別紙アンケート別添2参照
　　　　　10月　民生委員、健康づくり推進員、包括支援
　　　　　　　　センタースタッフ対象実施予定

・足立区版ゲートキーパー手帳及び相談窓口担当
職員用「相談の進め方（マニュアル）」作成
・研修効果についての評価

相談機関で関わる支援
者への支援

・自殺に関する相談に応じるための
研修やスーパーバイズを受ける機会
等が確保されている。

・地域ケア会議（各保健総合センターで実施のケース検討会
にて精神科医も交え個別検討会を実施し、関係機関連携し対
応）

・相談員同士の情報交換、連絡会の設定

区民への周知

・区の自殺対策への取組について認
識されている。
・悩みや問題に応じた相談機関につ
いて周知されている

・H20年度　別添1参照
・H21年度　6月27日シンポジウム「自殺による死別の痛
みを抱えて」
・区広報紙「自殺対策特集」（2月）、パネルを作成し、各イ
ベントで周知

・中学生、高校生等の若い世代への啓発活動につ
いて学校と連携し取り組むことが必要。

資料　２



                                

主
 
催
：
 
足
立
区
、

N
PO
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク

 
協
 
賛
：
 
日
本
財
団

 
登
 
壇
：
 
上
田
 
紀
行
 
（
東
京
工
業
大
学
大
学
院
准
教
授
、
文
化
人
類
学
者
、「
生
き
る
意
味
」
著
者
）

 
 
 
 
 
 
清
水
 
康
之
 
（

N
PO
法
人
 
自
殺
対
策
支
援
セ
ン
タ
ー
 
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
代
表
）

 
 
 
 
 
 
山
口
 
和
浩
 
（

N
PO
法
人
 
自
死
遺
族
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

Re:代
表
）

 
展
 
示
：

 「
自
死
遺
族
語
る
」
パ
ネ
ル
の
ロ
ビ
ー
展
示

 

問
合
せ
：
 
足
立
区
衛
生
部
衛
生
管
理
課
 
 
電
話
：

03-3880-5111（
代
）
内
線

2111
か
ら

2113 
 

FAX
：

03-3880-5602 

～
自
死
遺
児
た
ち
の
歩
み
、
そ
し
て
～

参
加
無
料
 

【日
時
】 
2
0
0
9
年
6
月
2
7
日
（土
） 
1
3
時
（開
場
） 

1
3
時
3
0
分
～
1
6
時
3
0
分
 

 

【場
所
】 
シ
ア
タ
ー
1
0
1
0
 
（北
千
住
駅
西
口
マ
ル
イ
1
1
階
） 

大
切
な
人
を
自
殺
で
亡
く
し
た
時

そ
の
痛
み
を
抱
え
な
が
ら
ど
う
生
き
て
い
け
ば
い
い
の
か

安
心
し
て
痛
み
と
向
き
合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

ど
う
築
い
て
い
け
ば
い
い
の
か

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

日
本
の
自
殺
対
策
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た

自
死
遺
児
（
親
を
自
殺
で
亡
く
し
た
子
ど
も
）
た
ち
の
歩
み
を

振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
い
き
ま
す

【
次
 
第
】（
予
定
）

 
13:30～

 
 
開
会
式

 
 
 
開
会
の
こ
と
ば
（
近
藤
や
よ
い
足
立
区
長
）

 
13:45～

 
 
第
一
部

 
 
 
自
死
遺
児
の
体
験
談

 
14:15～

 
 
第
二
部

 
 
 
自
死
遺
族
の
実
情
と
遺
児
た
ち
の
歩
み

 
14:40～

 
（
休
 
憩
）

 
15:00～

 
 
第
三
部

 
 
 
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
上
田
紀
行
×
清
水
康
之
×
山
口
和
浩
）

 
16:20～

 
 
閉
会
式

 
 
 
足
立
区
「
分
か
ち
合
い
の
会
」
の
紹
介
と
参
加
へ
の
呼
び
か
け

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ラ
イ
フ
リ
ン
ク
 
 
電
話
：

03-3261-4934 
 

FAX
：

03-3261-4930 
 
 

M
ail: adachi@lifelink.or.jp 

足
立
区
こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
相
談
支
援
事
業
（東
京
都
委
託
事
業
）
 



平
成

２
０

年
９

月
１

１
日

 
福

祉
保

健
局

 
  

地
域

自
殺

対
策

の
新

た
な

モ
デ

ル
事

業
を

実
施

し
ま

す
 

～
身

近
な

地
域

単
位

で
の

自
殺

防
止

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

に
向

け
て

～
 

 
 

都
内

で
は

年
間

2,800
人

の
方

が
自

殺
し

て
お

り
、

そ
の

背
景

に
は

、
多

重
債

務
、

い
じ

め
、

過

労
、

健
康

問
題

、
家

庭
問

題
な

ど
多

様
で

複
合

的
な

要
因

が
あ

り
ま

す
。

自
殺

を
未

然
に

防
ぐ

た
め

に
は

、
自

殺
の

危
険

を
早

期
に

発
見

し
た

り
、

悩
み

に
応

じ
た

様
々

な
相

談
・

支
援

を
円

滑
に

受
け

ら
れ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
づ

く
り

が
不

可
欠

で
す

。
 

東
京

都
で

は
、

自
殺

防
止

に
向

け
、

本
年

２
月

に
、

都
全

域
を

対
象

と
し

て
「

こ
こ

ろ
と

い
の

ち

の
相

談
・

支
援

 
東

京
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
」

を
立

ち
上

げ
た

と
こ

ろ
で

す
。

今
年

度
、

身
近

な
地

域
で

の
相

談
や

支
援

の
た

め
の

し
く

み
づ

く
り

を
め

ざ
し

て
、

足
立

区
を

モ
デ

ル
地

区
と

し
た

新
し

い
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

と
し

ま
し

た
。

 
 

 １
 

事
業

名
 

 
 

こ
こ

ろ
と

い
の

ち
の

相
談

・
支

援
 
東

京
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
モ

デ
ル

事
業

 
 ２

 
事

業
目

的
 

 
自

殺
の

未
然

防
止

を
図

る
た

め
、

自
殺

念
慮

者
や

未
遂

者
、

自
死

遺
族

等
が

、

そ
の

悩
み

に
応

じ
た

相
談

・
支

援
を

円
滑

に
受

け
ら

れ
る

よ
う

、
地

域
に

お
け

る
関

係
機

関
等

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

。
 

 
 ３

 
実

施
方

法
 

 
東

京
都

か
ら

足
立

区
へ

の
委

託
に

よ
り

実
施

 
 ４

 
実

施
期

間
 

 
平

成
２

０
・

２
１

年
度

（
２

か
年

）
 

 ５
 

実
施

内
容

（
予

定
）

 
 

 
（

１
）

 
各

種
の

相
談

機
関

等
が

連
携

し
た

自
殺

防
止

の
た

め
の

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

づ
く

り
 

（
２

）
 

自
殺

防
止

と
相

談
支

援
の

た
め

の
人

材
育

成
・

研
修

 
（

３
）

 
区

民
へ

の
相

談
機

関
の

周
知

 
※

 
相

談
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

イ
メ

ー
ジ

は
裏

面
の

と
お

り
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

【
問

い
合

わ
せ
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京
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福
祉

保
健

局
保

健
政

策
部

保
健

政
策

課
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

電
 

話
 

０
３

－
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３
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０
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４
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１
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参
考

（
都

プ
レ

ス
発

表
資

料
）



 
足

立
区

こ
こ

ろ
と

い
の

ち
の

相
談

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
イ

メ
ー

ジ
 

             
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

教
育
問
題
の

相
談
機
関
 

心
の
悩
み

相
談
機
関
 

児
童
に
関
す

る
相
談
機
関
 女
性
の
た
め
の

相
談
機
関
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
 

医
療
機
関
 

労
働
問
題
の

相
談
機
関
 

法
律
関
係
 

相
談
機
関
 

警
 
察
 

消
 
防
 

区
政
相
談
課
 

消
費
生
活

セ
ン
タ
ー

福
祉
事
務
所

介
護
保
険
課

納
税
課
 

国
民
健
康
 

保
険
課

足
立
区
庁
内
の
体
制
 

地
域
の
多
様
な
機
関
・
団
体
 

に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
 

 ○
自

殺
の

危
険

の
あ

る
人

に
早

期
に

気
づ

き
、

支
援

に
つ

な
ぐ

た
め

、
様

々
な

悩
み

を
も

つ
区

民
が

ど
の

窓
口

を

最
初

に
訪

れ
て

も
、

適
切

な
専

門
機

関
へ

と
確

実
に

つ
な

ぎ
、

解
決

へ
の

橋
渡

し
を

行
え

る
「

相
談

窓
口

の
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

」
を

構
築

す
る

。
 

○
相

談
窓

口
同

士
が

円
滑

に
情

報
交

換
す

る
と

と
も

に
、

各
窓

口
に

お
け

る
対

応
能

力
を

向
上

さ
せ

る
。

 

ね
 

ら
 

い
 

構
成

機
関

の
イ

メ
ー

ジ
 

 ○
各

相
談

機
関

に
よ

る
定

期
的

な
情

報
交

換
会

 

○
相

談
担

当
者

を
対

象
と

し
た

自
殺

の
背

景
や

サ
イ

ン
の

理
解

、
自

殺
念

慮
者

へ
の

支
援

等
に

関
す

る
研

修
実

施

○
相

談
機

関
一

覧
の

作
成

と
関

係
機

関
等

へ
の

周
知

 

○
区

民
へ

の
自

殺
の

問
題

や
う

つ
病

等
の

精
神

疾
患

へ
の

正
し

い
理

解
を

促
す

普
及

啓
発

 
 

実
 
施

 
内

 
容

（
例

）
 

生
活
問
題
の

相
談
機
関
 

   

自
殺
対
策
所
管
部
 

衛
生
部
・
保
健
所
・
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー



東
京
都
委
託
事
業
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

別
添

１
 

平
成

２
０

年
度

足
立

区
こ

こ
ろ

と
い

の
ち

の
相

談
支

援
事

業
実

績
（

平
成

2
0

年
1

0
月

～
）

 

  1
 

庁
内

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
 

庁
内

連
携

の
強

化
を

図
る

た
め

、
庁

内
の

関
係

所
管

*
 か

ら
な

る
庁

内
連

絡
会

を
3

回
開

催
。

 

（
1

0
月

2
8

日
、

1
2

月
1

1
日

、
2

月
2

4
日

）
 

*
区

政
相

談
課

、
戸

籍
住

民
課

、
納

税
課

、
国

民
保

険
課

、
消

費
者

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
、

福
祉

管
理

課
、

高
齢

ｻ
ｰ
ﾋ
ﾞ
ｽ
課

、
介

護

保
険

課
、

北
部

福
祉

事
務

所
、

教
育

政
策

課
、

教
育

相
談

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
、

中
央

本
町

保
健

総
合

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
、

竹
の

塚
保

健
総

合

ｾ
ﾝﾀｰ

1
3

所
管

 

 2
 

研
 

修
 

（
１

）
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

 

 
 

職
員

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
の

た
め

研
修

を
２

回
実

施
 

対
象

：
相

談
窓

口
職

員
、

保
健

所
、

福
祉

事
務

所
等

職
員

 

講
師

：
清

水
康

之
氏

（
N

P
O

法
人

自
殺

対
策

支
援

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
ﾗ
ｲ
ﾌ
ﾘ
ﾝ
ｸ
）

、
自

死
遺

族
の

会
 

熊
谷

直
樹

氏
（

都
多

摩
精

神
保

健
福

祉
ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
保

健
福

祉
部

長
）

 

 
 

 参
加

人
数

：
1

1
月

2
7

日
（

5
3

人
）

、
1

2
月

9
日

（
6

5
人

）
 

※
2

回
と

も
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
（

自
殺

に
対

す
る

イ
メ

ー
ジ

が
変

わ
っ

た
…

8
割

以
上

、
自

殺
対

策
の

必
要

性
へ

の
理

解
…

約
1

0
割

な
ど

）
 

（
２

）
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

フ
ォ

ロ
ー

研
修

（
う

つ
・

自
殺

相
談

研
修

）
 

 
 

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

取
り

入
れ

た
、

よ
り

実
践

的
な

研
修

を
実

施
。

 

対
象

：
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

修
了

者
 

講
師

：
西

原
由

記
子

氏
（

国
際

ﾋ
ﾞ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾀ
ﾞ
ｰ
ｽ
ﾞ
・

東
京

自
殺

防
止

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ
創

設
者

）
 

 
 

 参
加

人
数

：
5

0
人

 

 
 

 

3
 

啓
発

活
動

 

（
1

）
啓

発
用

ｽ
ﾛ
ｰ
ｶ
ﾞ
ﾝ
 

 
「

気
づ

く
 

つ
な

が
る

 
い

の
ち

を
守

る
」

（
啓

発
グ

ッ
ズ

等
に

記
載

）
 

（
2

）
区

広
報

 
 

 
 

 
広

報
紙

（
2

/
2

5
号

）
、

区
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
 

（
3

）
懸

垂
幕

 
 

 
 

 
本

庁
舎

前
ロ

ー
タ

リ
ー

に
掲

示
（

3
月

9
日

～
3

1
日

）
 

（
4

）
啓

発
用

ﾘ
ｰ
ﾌ
ﾚ
ｯ
ﾄ
 

 
5

0
0

0
部

作
成

。
庁

内
窓

口
（

区
政

相
談

課
、

納
税

課
等

）
、

精
神

保
健

福
祉

 

・
相

談
窓

口
一

覧
 

 
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
連

絡
会

(約
6

0
機

関
)、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

足
立

、
介

護
サ

ー
ビ

ス
事

業
者

(約
5

0
0

機
関

)等
に

配
布

。
 

（
5

）
イ

ベ
ン

ト
 

 
 

 
こ

こ
ろ

の
健

康
フ

ェ
ス

テ
ィ

バ
ル

（
3

月
7

日
）

内
に

、
こ

こ
ろ

と
い

の
ち

の
相

談
支

援
コ

ー
ナ

ー
を

出
展

。
自

死
遺

族
や

足
立

区
の

自
殺

の
現

状
等

の
パ

ネ
ル

展

示
、

区
民

向
け

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

（
2

1
3

名
）

 

 4
 

主
な

報
道

 

平
成

2
0

年
1

1
月

2
8

日
付

 
朝

日
新

聞
「

住
民

自
殺

防
止

対
策

に
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

研
修

」
 

平
成

2
0

年
1

2
月

1
0

日
付

 
読

売
新

聞
「

自
殺

の
兆

候
 

見
抜

く
研

修
」

 

平
成

2
1

年
2

月
2

1
日

 
Ｔ

Ｂ
Ｓ

サ
タ

デ
ー

ず
ば

っ
と

「
ゲ

ー
ト

キ
ー

パ
ー

命
の

門
番

と
は

」
 

平
成

2
1

年
3

月
1

3
日

 
Ｎ

Ｈ
Ｋ

特
報

首
都

圏
「

足
立

区
の

自
殺

予
防

対
策

の
取

組
」

な
ど

 



73.6%

20.3%

6.2%

は
い

い
い
え

未
記
入

こ
こ
ろ
と
い
の
ち
の
研
修
会
（
平
成
２
１
年
５
月
２
６
日
開
催
）
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
 
 
 

別
添

2 
 

問
１
 
今
回
の
研
修
を
受
け
る
前
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

 
自
殺
対
策
に
対
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
、
認
識
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
？

 
自
殺
そ
の
も
の
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
記
入
し
た
人
も
多
く
。
身
勝
手
な
こ
と
。
良
く
な
い
こ
と
。
弱
い

人
が
す
る
。
個
人
の
選
択
だ
か
ら
仕
方
が
無
い
。
と
い
っ
た
回
答
が
多
か
っ
た
。

 
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
、
代
表
的
な
回
答
は
次
の
と
お
り
。

 
• 特
に
意
識
し
た
こ
と
は
な
い
。
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。

 
• 自
殺
を
考
え
て
い
る
人
に
、
個
人
が
、
行
政
が
、
で
き
る
こ
と
が
あ
る
の
か
。
対
策
と
し
て
何
を
す

れ
ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
難
し
い
。

 
• 専
門
の
人
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
る
程
度
。
自
分
と
関
わ
り
の
無
い
こ
と
。
他
人
事

で
あ
る
。

 
• 精
神
疾
患
（
う
つ
病
含
む
）
対
策
＝
自
殺
対
策
と
と
ら
え
て
い
た
。

 
そ
の
他
の
回
答
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

 
• 他
の
研
修
で
、
清
水
氏
の
講
義
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
多
少
の
認
識
は
あ
り
ま
し
た
。

 
• 追
い
詰
め
ら
れ
た
人
の
気
持
ち
を
思
う
と
、
他
人
事
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

 
• ２
ヶ
月
程
前
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
を
見
て
い
た
の
で
、
各
部
と
連
携
し
て
少
し
で
も
自
殺
者
を
救
う
と

い
う
認
識
は
あ
っ
た
。

 
• 悩
ん
で
い
る
人
に
は
声
を
か
け
、
少
し
で
も
援
助
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

 
 問
２
 
今
回
の
研
修
を
受
け
て
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
、
認
識
は
変
わ
り
ま
し
た
か
？

 

  
は
い
 
い
い
え
 
未
記
入
 
合
計
 

2
0
3
 
5
6
 
1
7
 
2
7
6

   問
３
 
は
い
の
方
 
 
ど
の
よ
う
な
認
識
に
変
わ
り
ま
し
た
か
？

 

自
殺
に
つ
い
て
、
個
人
の
選
択
に
よ
る
死
で
は
な
く
、
追
い
込
ま
れ
た
結
果
で
、
本
当
は
生
き
た
か
っ
た

と
い
う
こ
と
。
ま
た
、
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
も
の
で
あ
る
。
と
い
っ
た
回
答
が
多
か
っ
た
。

 
自
殺
対
策
に
つ
い
て
の
、
代
表
的
な
回
答
は
次
の
と
お
り
。

 
• 「
自
殺
」
に
対
す
る
偏
見
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
こ
と
。

 
• 組
織
の
わ
く
を
越
え
、
地
域
の
わ
く
を
越
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
必
要
。

 
• 行
政
、
民
間
の
様
々
な
機
関
が
連
携
し
て
取
り
組
む
必
要
の
あ
る
課
題
だ
と
感
じ
た
。

 
• 自
殺
は
予
防
で
き
る
！
！
ま
わ
り
の
人
の
気
づ
き
が
大
切
。

 
• 真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
自
治
体
で
は
、
効
果
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 
そ
の
他
の
回
答
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

 
• 「
う
つ
」
に
至
る
原
因
を
取
り
除
く
こ
と
が
必
要
。

 
• 私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
る
な
ら
、
積
極
的
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

 


